多文化共生出前講座クラス授業指導案

　　　　　　　　　　　　　　　　　＠成田市立八生小学校　         　　　　　渡邉　浩章
１　題材名　　「コソボと日本の未来」

２　学習目標

（１）外国人講師による出身国の紹介を通じて世界には異なる文化や習慣があることを理解する。

                                                                             【知識・技能】

（２）文章表現によるコミュニケーション活動を通じて多文化共生について自分の考えをもつ。

                                                                【思考力・表現力・判断力等】

（３）外国と日本のそれぞれ国の特色や良いところに気付き，児童相互に考えや思いを共有・共感できたことを次の学びにつなげようとする。                     【学びに向かう力・人間性等】
３　指導計画（７時間扱い）

	時配
	学　習　内　容
	留　意　点

	１


	オリエンテーション（２５分授業２回）

①事前アンケートに回答し，学習の進め方を知る。

②コソボについて知っていることや知りたいことを書いてウェビングマップ(学びの地図)を作る。
	・モジュールを活用して２段階で行う。
・事前アンケートの結果を生かして視点を広げたり，今までの知識とつなげたりして動機付けを図る。

	２
	外国人講師へのプレゼンテーションの準備
・４年生クイズ番組｢成田市大調査｣
・３年生｢八生小学校のじまん｣
	・コソボについて学びたいことと関連付けながら準備させ，次時のトピックを調整して内容の焦点化を図る。

	１

	児童によるプレゼンテーション（１５分）
①４年生の発表 ②３年生の発表 ③まとめ
外国人講師によるプレゼンテーション（３０分）
○講演テーマ「コソボと日本の違い」

○講師：アーバー メフメティさん(コソボ共和国)
	・クイズ形式やアクティビティによって児童の関心を高める。

・クラス授業の学習問題を意識しながら発表し，講師のプレゼンをよく聞いてクラス授業の活性化につなげる。

	１

	クラス授業

○自分の考えを書き，キーワードで整理する。

○必要に応じ，講師に質問して視野を広げる。

○共通点，相違点などに着目して話し合い，考えや思   いを共有し，共感する。

○自分の言葉でまとめを書く。
	・特色や長所という新たな視点を与え，それぞれの国の特色や良いところについて，自分の考えをもたせる。

・指導者は常に指導と評価の一体化を図る。最終段階では共生の視点で授業の感想を述べる。

	２

	事後学習「振り返り」
○学んだことを全体でまとめ上げる。

○今までの学習とつなげたり，「見方・考え方」を今後の学習にどう生かすかを考えて，短作文を書く。

○事後アンケートに回答する。
〇まとめ上げたことを校内や市内の学校に発信する。
	・前時のワークシートや振り返りカードを活用させる。

・思考の過程を振り返らせ，広く深い考えにつなげる。

・新たな疑問をもてるようにする。
・一人一台端末を活用する。


４　クラス授業

（１）目　標

　　　コソボ共和国と日本の相違点や共通点を明らかにし，それぞれの国の良いところに気付く。

（２）展　開

	過程

時配
	　　　主　な　活　動

	指導・支援　○評価＜評価方法＞

	資　料
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（10）
	１ コソボの言葉で挨拶する。
外国人講師と英語で会話する。
・How are you?

・Do you like～？

・What ～do you like?  etc...

２ 課題を明確にする。

○前時に学んだことを振り返る。

・学校生活について

・食べ物について

○学習問題を作る。
	・笑顔で明るい雰囲気をつくる。

・質問カードの中から１枚を引き，書い　
てある質問をする。

 ①教師，講師→２人の児童

 ②２～３人の児童→講師

・世界のいろいろな国の人と英語で話せ  ることに気付かせる。

・前時に学んだことを振り返らせ，それ
をもとに，本時は何を学んでいくかを

明確にして自分のめあてを書かせる｡
	質問カード
めあて&

振り返り
　カード


	
	コソボという国と日本とで違うことや似ていることを見つけ，

　その国についていろいろ考えてみよう。
	

	
	３ 気付いたことをメモする。

○ワークシートにメモしたことを比較して考えをもつ。

○新しく知りたいことなどを外国人講師に質問する。

○共通点と相違点を整理した板書を見て視点を広げて考える。
４ 自分の考えを伝え，友達と互いに学び合う。

○日本との相違点や共通点を確認   する。

○それぞれの国の特色や良いところ
  に気付く。
○友達の考えを知る。
	・気付いたことを率直に書かせる。

・相違点と共通点を箇条書きで書き分
  けるように指示する。

・担任は個に応じた指導をする。

・講師は進んで考えを書いている児童
を褒めたり，質問に答えたりする。

・担任は全員が発言できるように支援
をし，指名する順番を決める。

・２色のペンで書き込みをして考えた
ことを整理させる。

・特色や長所という視点を与え，新た
な考えをもたせる。
・ワークシートに書かれた考えのキー
ワードに下線を引く。
	ワーク
　シート
iPad

AppleTV



	
	
	○外国と日本の相違点や共通点を整理し，それぞれの国の良いところに気付いている。
＜発言・ワークシート等＞
	

	
	５ 活動を振り返り，まとめる。

○今までの学習の全体を振り返って共有，共感できた考えや思いを自分の言葉でまとめる。
○数人の児童がまとめを発表する。
○評価規準に照らして振り返りカードに自己評価をする。
	・全体を振り返らせ，一番大切なことは何か端的に言葉で表現させる。
・考えや思いを共有，共感できたことを
褒め，数人の発表をつなげてまとめの文を作る。児童が新たな疑問をもった場合は次時につなげるようにする。
・児童向けの評価規準を設定する。
	iPad

AppleTV

めあて&

振り返り
　カード

	
	
	   コソボには日本とはちがう良いところがあり，国がちがっても同じような良い
ところもある。これからもっと仲良くしたり協力したりしていきたい。
	

	
	○数人の児童が感想を話す。頑張   っていた友達を褒める。
○次の学習に見通しをもつ。
６ 終わりの挨拶をする。
	・残り時間に応じて相互評価をさせる。
・外国人講師は共生の視点で授業の感想  を述べ，担任は活動の成果を話し，次  時の全体でのまとめにつなげる。
	


